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標記の件につきまして、ご報告申し上げます。

研究目的

光触媒が持つ抗菌・抗ウイルス効果によって、新型コロナウィルスの不活化効果があるかを明

らかにすること。

試験品

光触媒加工 したポ リエステル布 (BIORI COAT)

試験 ウイル ス :新型 コロナ ウイル ス (SARS―CoV-2)

新型コロナウイルスをVcroE6細 胞に感染させ、細胞変性効果が確認されたものを回収 し、

-80°Cの フリーザーに凍結保存 した。凍結融解を 2回繰 り返 したものを遠心分離 し、上清を限

外濾過膜で濃縮・精製 した。これを試験ウイルス液 とし、試験まで-80°Cの フリーザーに凍結

保存 した。

試験内容

o 試験は JIS R 1702な らびにЛS R 1756を 参考にガラス密着法にて実施 した。

・  ガラス板の上に置いた試験品に新型コロナウイルスを 200諄 接種 し、その上からもう一

枚のガラス板で被覆 した。

・  表 1の作用時間、条件にて静置した。

・  光照射条件は、白色蛍光灯にて 10001x(<380 nlnの UVカ ット)と した。

・  作用時間後、PBs液によってウイルスを回収 した。

o 回収液を用いてウイルス感染価をプラーク法にて測定 した。

● 3日培養後に細胞を観察し、ウイルス感染価ならびにウイルスの不活化効果を算出した。
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試験品 光照射条件#
作用時間

0分 10分 20分 30分

光触媒未加エポリエステル布

(コ ントロール)

10001x

○

○
′ヽ
ノヽ

⌒
ノヽ

光触媒加エポリエステル布

(BIORI COAT)
10001x ○ ○ ○

表 1.試験品に対する作用時間

#:10001xは、UVカ ットフィルター N-169(380 nm以 下の波長をカット)を使用 した。

○ :測定 7ポ イントx実施 2回

不活化効果 は以下のように算出 した。

不活化効果 (Mv)=log(CプC。)-log(Nt/N。 )

=logCプNt

Ct:コ ン トロール t時間後の感染価

CO:コ ントロール 0時間後の感染価

Nt:試験品 t時間後の感染価

N。1試験品0時間後の感染価

減少率は対数減少値より次の通 り算出した。

減少率 =(1-1/10鳩願少値)x100%

なお全試験は、本学内のバイオセーフティレベル 3(BSL3)の 実験施設において、適切な病原

体封 じ込め措置のもとに行なった。

結果

結果を表 2～3と 図 1に示した。

本試験品に感染価 6.50x105 PFU/samplcの 新型コロナウイルスを 10分接触させると、検出限界

である 1.00x101 PFWsample(減少率 >99。993%)ま で感染価が減少 した。
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表 2.ウ イルス感染価の推移 (PFU/sample)

検出限界値 :<1.00E+01 PFU/sample

表 3.ウ イルスの不活化効果 と減少率

減少率(%)は小数点第 4位以下切 り捨て
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20分 30分
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0分 10分 20分 30分

I 7 l- t1*)V 6.50E+05 1.60E+05 5.50E+04 7.00E+03

光触媒加エポリエステル布 6.50E+05 <1.00E+01 <1.00E+01 <1.00E+01

0分 10分 20分 30分

不活化効果 (Mv) 4.20 3.74 2.85

減少率 (%) )>99.993% )>99.981% >>99.857%

図 1.ウ イルス感染価の推移

時間



6 まとめ

本試験で使用 した光触媒加工 したポリエステル布 (BIORI COAT)は 、新型コロナウイルス

(SARS―CoV-2)に接触させることにより不活化することが判明した。本試験品を使用するこ

とにより、表面についた新型コロナウイルスによる接触感染防止に有効である可能性が考えら

れた。なお、空間に浮遊するウイルスヘの効果、人体への影響については検証を行っていな

本試験結果は本報告書の通 りであることを証明いたします。
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